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北但地域 循環型社会形成推進地域計画 

豊岡市・香美町・新温泉町 

北 但 行 政 事 務 組 合 

平 成 1 8 年  3 月  3 日 

（変更）平 成 2 0 年 1 2 月 1 6 日 

（変更）平 成 2 2 年  2 月 1 9 日 

（変更）平 成 2 3 年  2 月  8 日 

 

１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

(1) 対象地域 

構成市町村名  豊岡市(平成17年4月1日に旧豊岡市、旧城崎町、旧竹野町、旧日高町、旧出石町、旧但東町が合併) 

香美町（平成 17 年 4 月 1 日に旧香住町、旧村岡町、旧美方町が合併） 

新温泉町（平成 17 年 10 月 1 日に旧浜坂町、旧温泉町が合併） 

面    積  １，３０８ｋｍ2 

人    口  １３万４千人（平成 17 年 3 月 31 日現在） 

 

(2) 計画期間 

本計画は、平成 18 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までの７年間を計画期間とする。 

なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直す

ものとする。 

 

(3) 基本的な方向 

北但地域（以下「本地域」という。）は、山陰海岸国立公園や氷ノ山・後山・那岐山国定

公園に指定されるなど豊かな自然環境に恵まれており、農林水産業や観光業が主要な産業

である。主な観光地としては、城崎温泉をはじめ湯村温泉や西日本屈指の神鍋スキー場、

但馬の小京都・出石城下町などを有し、年間約 800 万人以上の観光客が本地域を訪れる。 

近年、事業系一般廃棄物の発生量が増加傾向にあることから、事業所や観光施設等が多

い豊岡市を中心に、その発生抑制及び再利用の推進を図る。家庭系廃棄物については、容

器包装廃棄物について、ライフスタイルの見直しによる発生抑制を進めるとともに、「容器

包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」（以下「容器包装リサイクル法」

という。）の対象品目の分別回収等を行い、循環型社会にふさわしい廃棄物リサイクル・処

理システムの構築を図る。 

（ 内　訳 ）

香　美　町

旧豊岡市 旧城崎町 旧竹野町 旧日高町 旧出石町 旧但東町 旧香住町 旧村岡町 旧美方町 旧浜坂町 旧温泉町

162.35 31.19 102.79 150.24 89.13 161.96 137.26 165.66 66.16 102.98 138.02

合併後

47,279 4,206 5,836 18,606 11,314 5,640 13,772 6,563 2,542 11,073 7,297

合併後 22,877

面　積（km2）

人　口（人）
134,128

18,37092,881

区分＼市町

1,307.74

豊　岡　市
計

697.66 369.08

新温泉町

241.00
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２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

(1) 一般廃棄物等の処理の現状 

平成 15 年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図１のとおりである。 

総排出量は、集団回収量も含め 57,413 トンであり、再生利用される「総資源化量」は

10,205 トン、リサイクル率（＝(直接資源化量＋中間処理後の再生利用量＋集団回収量)/(ご

みの総処理量＋集団回収量)）は 17.8％である。 

中間処理による減量化量は 38,773 トンであり、集団回収量を除いた排出量のおおむね

７割強が減量化されている。また、集団回収量を除いた排出量の約 16％に当たる 8,435

トンが埋め立てられている。 

なお、中間処理量のうち焼却量は 44,520 トンである。各焼却施設（豊岡清掃センター・

矢田川レインボー・新温泉町クリーンセンター）では、温水の場内利用を行っている。 

 

 

図１ 一般廃棄物の処理状況フロー 

 

 

また、各市町では、一般廃棄物処理施設で一般廃棄物と併せて条例で規定された産業

廃棄物の処理・処分を行っている。 

 

集団回収量 総資源化量

処理残渣量

12,689t

排　出　量 計画処理量 24.4%

52,027t

100% 減量化量

38,773t

自家処理量 74.5% 最終処分量

8,435t

16.2%

直接最終処分量

0ｔ
564t

1.1%

52,027t
51,462t 7,871t

98.9% 15.1%

0.0% 9.3%

中間処理量 処理後最終処分量

5,386t 10,205t

直接資源化量 処理後再生利用量

0t 4,819t
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(2) 一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し表１

のとおり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。 

 

表１ 減量化、再生利用に関する現状と目標 

 

 

 

図２ 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー 

 

集団回収量 総資源化量

処理残渣量

10,873t

排　出　量 計画処理量 22.1%

49,337t

100% 減量化量

37,865t

自家処理量 76.7% 最終処分量

2,902t

5.9%

5,761t 14,331t

直接資源化量 処理後再生利用量

0t 8,570t

0.0% 17.4%

中間処理量 処理後最終処分量

49,337t
48,738t 2,303t

98.8% 4.7%

直接最終処分量

0ｔ
599t

1.2%

事業系(直接搬入ごみ)　総排出量 20,895 トン 19,791 トン ( -5.3% )

１事業所当たりの排出量
※２ 2.3 トン/事業所 2.3 トン/事業所 ( 0.0% )

排　出　量 家庭系(収集ごみ)　総排出量 31,132 トン 29,546 トン ( -5.1% )

１人１日当たりの排出量※３ 631 g/人･日 627 g/人･日 ( -0.6% )

合　計 事業系家庭系排出量合計 52,027 トン 49,337 トン ( -5.2% )

直接資源化量 0 トン ( 0.0% ) 0 トン ( 0.0% )

総資源化量 10,205 トン ( 17.8% ) 14,331 トン ( 26.0% )

熱回収量 熱回収量（年間の発電電力量） － 未定 MWh

減量化量 中間処理による減量化量 38,773 トン ( 74.5% ) 37,865 トン ( 76.7% )

最終処分量 埋立最終処分量 8,435 トン ( 16.2% ) 2,902 トン ( 5.9% )

※１　排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合

※２　(１事業所当たりの排出量)＝(事業系ごみの総排出量)／(事業所数)

※３　(１人１日当たりの排出量)＝(家庭系ごみの総排出量)／(人口)／365

《指標の定義》

　排　出　量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量(集団回収されたごみを除く｡)〔単位：トン〕

　再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和〔単位：トン〕

　熱回収量　：熱回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕

　減量化量　：中間処理量と処理後の残渣量の差〔単位：トン〕

　最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

目　標 (割合
※１

)

(平成２５年度)

再生利用量

指　 標 ・ 単   位
現　状 (割合

※１
)

(平成１５年度)
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３ 施策の内容 

(1) 発生抑制、再使用の推進 

  ① 有料化の推進 

現在、家庭ごみについては、指定袋又は指定ステッカー等を媒体とした均一従量制に

より課金し、小売店前納方式により処理料金を徴収している。また、事業系廃棄物につ

いては、各処理・処分施設で従量制により課金し、直接納入方式により処理料金を徴収

しており、今後は広域処理に向けた新規分別区分に統一化を図る段階で、必要に応じて

料金体系等の見直しについて検討していく。 

 

  ② 環境教育の推進 

現在、学校等での副読本を活用した環境教育や、ごみ処理施設の見学会等を実施して

いる。また、ごみ処理や環境問題に関する出前講座を開催し、地域や団体に対し学習機

会を設けており、今後も学校や地域等において環境教育を継続し、発生抑制や再使用の

意識付けをしていく。 

 

  ③ 普及啓発の推進 

庁舎をはじめとする公共施設等の掲示板の活用、自治会掲示板や回覧版の活用、各種

刊行物（広報紙、チラシ等）の配布、インターネットによるごみ関連ホームページの利

用などによる啓発活動を推進していく。また、事業者に対するごみ減量・再資源化キャ

ンペーンを実施し、事業系ごみの適正排出について啓発していく。 

 

  ④ 集団回収活動に対する助成 

集団回収活動に対する奨励金制度により、古紙類等の資源回収を推進しており、豊岡

市では、古紙類等の再資源化を促進するため、地区が資源ごみの常設回収庫を設置する

費用に対しても補助金を交付している。今後も、活動団体及び回収業者へ助成制度を活

用することなどにより、集団回収活動等の推進を促す。 

 

  ⑤ マイバッグ運動の推進、包装の簡素化 

消費者や販売店等に対して、マイバッグ運動の推進や過剰包装の自粛について、呼び

かけていく。また、マイバッグ運動や過剰包装の自粛に取り組んでいる店舗等を募集し

て登録するとともに、消費者に対してもＰＲしていく。 

 

  ⑥ 再使用の推進 

不用品交換会やバザー等の開催に対して、活動内容に対する支援や広報等を行うとと

もに、市町庁舎や公共施設等で再生品を使用した事務用品やトイレットペーパー等を積

極的に使用することなどにより、再生品の使用を推進していく。 
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(2) 処理体制 

  ア 家庭ごみの処理体制の現状と今後 

本地域の分別区分及び処理方法については、表２のとおりである。 

現在、合併後の市町では、それぞれの分別区分で容器包装リサイクル法にも対応した

分別収集が行われており、処理・処分については各市町の現有施設でそれぞれ行われて 

いる。但し、新温泉町では、新温泉町クリーンセンターの焼却灰を㈶ひょうご環境創造

協会で委託処理している。 

今後は、北但地域全体（北但行政事務組合）での広域化を図るため、平成 25 年度まで

に表２のとおり分別区分と処理方法を統一していく。 

可燃物については、広域で新たに熱回収施設を整備し、熱エネルギーの有効利用を行

うとともに、焼却灰及び飛灰を㈶ひょうご環境創造協会に委託しセメント化による再資 

源化をしていく。 

また、不燃ごみ、粗大ごみ及び資源ごみについては、広域で新たにリサイクルセンタ

ーを整備し、更なる減量化・再資源化を図るものとする。なお、新温泉町では、蛍光管、

乾電池以外の資源ごみのみ、現有施設（新温泉町リサイクルセンター）の増設により対

応していく。 

 

  イ 事業系一般廃棄物の処理体制の現状と今後 

事業系ごみについては、家庭ごみの分別区分に準じて受け入れて、処理・処分を行う。 

また、事業者に対しては、事業所における「事業系一般廃棄物の減量及び処理に関す

る計画」の作成とその実施について指導していく。 

さらに、食品リサイクル法に基づいた食品残渣の資源化を推進するよう指導していく。 

 

  ウ 一般廃棄物処理施設で併せて処理する産業廃棄物の現状と今後 

各市町では、現在、２(1)で述べたとおり一般廃棄物処理施設で一般廃棄物と併せて条

例で規定された産業廃棄物の処理・処分を行っており、今後、新規施設においても条例

で規定した品目については受け入れていく方針とする。ただし、施設が受入れる廃棄物

に占める産業廃棄物の割合は高まっていく傾向にあり、この傾向に歯止めをかけるため

には、受入れ品目を厳選したり、他地域からの持込を完全排除するなど、現在の受入態

勢について再検討し、徹底した管理体制の構築を目指すこととする。排出事業者に対し

ては、搬入を許可した品目について周知徹底を図るとともに、搬入時における受入基準

等を遵守するよう指導していくものとする。 

また、北但地域における下水道汚泥等については、現在、各処理場毎に脱水、乾燥を

行った後、民間業者で処理・処分の委託を行なっているが、将来にわたって現行体制を

確実に継続していくことの可能性が不透明である。したがって、今後は、新規施設にお

いて下水道汚泥 3,928t/年、し尿汚泥 635t/年（ともに平成 25 年度目標）についても受

け入れて焼却処理を行なっていくものとする。 
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  エ 今後の処理体制の要点 

 平成 25 年度までにごみの分別区分と処理方法を統一していく。 

 北但地域（北但行政事務組合）で、平成 25 年度までに熱回収施設を整備し、熱エ 

ネルギー回収及び焼却灰・飛灰のセメント化による資源化を行う。 

 北但地域（北但行政事務組合）で、平成 25 年度までにリサイクルセンターを整備

し、不燃・粗大ごみ及び資源ごみの更なる減量化・再資源化を図る。 

 事業者に対して、事業所における「事業系一般廃棄物の減量及び処理に関する計画」

を作成し、実行するよう指導していく。 

 新規に整備する熱回収施設では、条例で規定する産業廃棄物（下水道汚泥等）を受

け入れて一般廃棄物と併せて処理を行う。 
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破 砕 ･ 選 別

豊
　

岡
　

市
香

　
美

　
町

処
理

施
設

等
処

理
施

設
等
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･
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(3) 処理施設等の整備 

上記(2)に記述したような分別区分及び処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な

施設整備を行う。 

 

表３ 整備する処理施設 

事業番号 整備施設種類 事業名 処理能力 設置予定地 事業期間

３１ リサイクルセンター
北但行政事務組合 

リサイクルセンター整備事業 
37t/日 豊岡市竹野町 H22～H24

３２ リサイクルセンター
新温泉町 

リサイクルセンター増設事業 

3.3t/日

(増設分

0.8t/日)

美方郡新温泉

町久谷 118-1 
H24 

３３ 熱回収施設 
北但行政事務組合 

ごみ処理施設整備事業 
174t/日 豊岡市竹野町 H23～H24

※現有処理施設の概要を別紙に添付 

（整備理由） 

事業番号３１ 広域化による処理の集約、有効利用の促進 

事業番号３２ 現有施設の処理能力不足、有効利用の促進 

事業番号３３ 広域化による処理の集約、エネルギーの高効率回収・有効利用の促進 

 

 

(4) 施設整備に関する計画支援事業 

(3)の施設整備に先立ち、表４のとおり計画支援事業を行う。 

 

表４ 実施する計画支援事業 

事業
番号 

事  業  名 事業内容 事業期間 

４１ 

４３ 

北但行政事務組合リサイクルセンター及びごみ処

理施設整備事業（事業番号３１、３３）に係る生活

環境影響調査事業 

生活環境影響調査 H20～H21 

北但行政事務組合リサイクルセンター及びごみ処

理施設整備事業（事業番号３１、３３）に係る地質

調査等事業 

地質調査等 H20～H24 
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(5) その他の施策 

その他、地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく。 

 

   

  ア 廃家電のリサイクルに関する普及啓発 

廃家電のリサイクルについては、特定家庭用機器再商品化法に基づく、適切な回収、

再商品化がなされるよう、関連団体や小売店などと協力して、普及啓発を行う。 

   

イ 不法投棄対策 

不法投棄を未然に防ぐため、地域や警察と連携し、ボランティア団体や周辺住民の協

力のもと、監視・指導・防止体制の強化、定期的な清掃や看板等を設置して、不法投棄

が行われないような環境づくりを推進していく。また、不法投棄に対して、迅速に対応

できる体制を整備していく。 

   

ウ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

地震災害及び風水害等に伴い発生した災害廃棄物については、平成 17 年 9 月 1 日から

適用されている「兵庫県災害廃棄物処理の相互応援に関する協定」（以下、「協定」とい

う。）に基づいて、県、周辺自治体のほか廃棄物処理業団体、建設業関係団体等の支援・

協力を得ながら、迅速かつ円滑に除去するとともに可能な限り現有施設ならびに新規施

設にて適正な処理処分を行っていくものとする。また、災害発生時に備えて平常時にお

いても、協定に基づき設置される災害廃棄物処理対策連絡会議を通じて、災害廃棄物処

理対策に関する情報交換や連絡を行うことなどにより、県、周辺自治体と連携した円滑

な相互支援・協力体制の整備を図るとともに、一時保管場所及び処理処分場所の確保に

努め、機材・人員配置、地元対策などの調整を行っていくものとする。 

※仮置場：未定（被災地に近い場所等） 

※処分する場所： 

（中間処理）各市町清掃工場       （～平成 24 年度） 

（仮称）北但クリーンセンター（平成 25 年度～） 

（最終処分）現有最終処分場 
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４ 計画のフォローアップと事後評価 

 (1) 計画のフォローアップ 

北但地域各市町は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必

要に応じて、北但地域各市町、兵庫県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案

し、計画の見直しを行う。 

 

 (2) 事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに

計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとす

る。 

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すもの

とする。 
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注）リサイクル率：総資源化量÷総排出量

添付資料－２　目標の設定に関するグラフ

排 出 量

59,264 排 出 量

52,027
排 出 量

49,337

集団回収量3,283
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対H15比-5.2％

総排出量

対H15比-4.0％

最終処分量

12,038 最終処分量

8,435 最終処分量 2,902

総資源化量

7,360 総資源化量

10,205 総資源化量

14,331

減量化量

43,149 減量化量

38,773 減量化量

37,865

62,547

57,413
55,098

ﾘｻｲｸﾙ率

11.8% ﾘｻｲｸﾙ率

17.8% ﾘｻｲｸﾙ率
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■豊岡市（旧豊岡市･旧城崎町･旧竹野町･旧日高町･旧出石町･旧但東町）

内　　　　　　　容

台所ごみ、紙製品、布製品等

陶磁器・金属類、プラスチック製日用品類、
小型家電・小型家具・製品類、灰等

飲料・食品用びん、飲料・食品用かん、スプレーかん等

ペットボトル

菓子等の包み紙・空き箱、紙パック・ふた、包装紙、
商品の袋・空き箱、薬品の袋・空き箱等

洗剤等の容器、ペットボトルのふた等、
食品等の入っていたトレイ・カップ・チューブ・販売容器

■香美町（旧香住町･旧村岡町･旧美方町）

内　　　　　　　容

台所ごみ、紙類、皮製品・ゴム類、布類・履物類等

カン・ビン類
飲料・食品用ビン、飲料・食品用カン、かんづめ缶、菓子缶
なべ、やかん、カセットボンベ、スプレー缶等

プラスチック類
プラ製食器、ポリ容器、ペットボトル、食品トレイ
発泡スチロール、カップ麺容器
菓子袋、ビニール類（買い物袋、シート類、ラップ等）

雑・粗大ごみ
陶器類、金属類、ガラス類・混合物、小型家電品
家具類、その他

危険ごみ 乾電池・体温計・寒暖計

■新温泉町（旧浜坂町･旧温泉町）

内　　　　　　　容

台所ごみ、紙類、皮製品・ゴム類、布類・履物類、プラスチック類等

化粧品ビン、薬ビン、ガラスコップ、板ガラス、陶磁器類等

水銀使用の温度計･体温計等、蛍光管、電球等

ペットボトル

空きカン（飲料用）

空きカン（飲料用以外）、一斗缶、スプレー缶
小型家電製品、その他金属製品等

アルカリ電池、水銀電池、マンガン電池、リチューム電池、ボタン電池

紙パックマークのついたもの

段ボール

紙マークのついたもの

家電製品、家具類、ジュータン、自転車等

資料－３（１）　分別区分説明資料

飲料用ビン、食品用ビン、調味料用ビン等

紙パック

段ボール

分　別　区　分

燃やすごみ

燃やさないごみ

びん・かん

ペットボトル

紙製容器包装

粗大ごみ(50cm以上180cm以下)

燃えるごみ

無色透明ビン

茶色ビン

その他ビン・ガラス・陶器類

飲料カン

その他カン・金属類

乾電池類

分　別　区　分

蛍光管類

ペットボトル

その他紙製容器包装

分　別　区　分

燃えるごみ

燃
え
な
い
ご
み

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装
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区　分 主　体 収集方式 収集頻度 ｽﾃｰｼｮﾝ数 形　態 料　金

燃やすごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/週 1,040 袋・ステッカー 従量制（大50円/袋､中35円/袋､小25円/袋､ｽﾃｯｶｰ100円/枚）

燃やさないごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 1,040 袋・ステッカー 従量制（大50円/袋､中35円/袋､小25円/袋､ｽﾃｯｶｰ100円/枚）

びん･かん 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/月 1,040 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

ペットボトル 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 1,040 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

紙製容器包装 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 1,040 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

プラスチック製容器包装 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/月 1,040 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

燃やすごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ･各戸 3回/週 100 袋・ステッカー 従量制（大50円/袋､中35円/袋､小25円/袋､ｽﾃｯｶｰ100円/枚）

燃やさないごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ･各戸 2回/月 100 袋・ステッカー 従量制（大50円/袋､中35円/袋､小25円/袋､ｽﾃｯｶｰ100円/枚）

びん・かん 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ･各戸 2回/月 100 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

ペットボトル 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ･各戸 2回/月 100 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

紙製容器包装 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ･各戸 2回/月 100 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

プラスチック製容器包装 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ･各戸 2回/月 100 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

新聞・雑誌・ダンボール 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ･各戸 1回/月 100 袋･その他（シール） 従量制（大50円/袋､中35円/袋､17円/ステッカー）

燃やすごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2･3回/週 98 袋・ステッカー 従量制（大50円/袋､中35円/袋､小25円/袋､ｽﾃｯｶｰ100円/枚）

燃やさないごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/月 98 袋・ステッカー 従量制（大50円/袋､中35円/袋､小25円/袋､ｽﾃｯｶｰ100円/枚）

びん・かん 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1･2回/月 98 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

ペットボトル 委託 ネット 1回/月 98 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

紙製容器包装 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 98 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

プラスチック製容器包装 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 98 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

燃やすごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/週 293 袋・ステッカー 従量制（大50円/袋､中35円/袋､小25円/袋､ｽﾃｯｶｰ100円/枚）

燃やさないごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 101 袋・ステッカー 従量制（大50円/袋､中35円/袋､小25円/袋､ｽﾃｯｶｰ100円/枚）

びん・かん 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 62 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

ペットボトル 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 62 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

紙製容器包装 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/月 62 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

プラスチック製容器包装 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/月 62 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

燃やすごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/週 363 袋・ステッカー 従量制（大50円/袋､中35円/袋､小25円/袋､ｽﾃｯｶｰ100円/枚）

燃やさないごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 363 袋・ステッカー※ 従量制（大50円/袋､中35円/袋､小25円/袋､ｽﾃｯｶｰ100円/枚）

びん・かん 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 363 袋※ 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

ペットボトル 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 363 袋※ 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

紙製容器包装 委託 拠点 1回/月 - 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

プラスチック製容器包装 委託 拠点 1回/月 - 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

燃やすごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/週 318 袋・ステッカー 従量制（大50円/袋､中35円/袋､小25円/袋､ｽﾃｯｶｰ100円/枚）

燃やさないごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 318 袋・ステッカー※ 従量制（大50円/袋､中35円/袋､小25円/袋､ｽﾃｯｶｰ100円/枚）

びん 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 318 袋※ 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

かん 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 318 袋※ 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

ペットボトル 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 318 袋※ 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

紙製容器包装 委託 その他 1回/月 97 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

プラスチック製容器包装 委託 その他 1回/月 97 袋 従量制（大15円/袋､中10円/袋）

古紙 委託 その他 1回/月 97 結束

粗大 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/年 318 バラ

燃えるごみ 直営 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/週 224 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

カン・ビン類 直営 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 224 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

プラスチック類 直営 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 224 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

雑・粗大ごみ 直営 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/月 224 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

危険ごみ 直営 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 224 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

資源 直営 拠点 1回/月 51 ひも等による梱包 無料

燃えるごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/週 204 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

カン・ビン類 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 144 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

プラスチック類 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 144 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

雑・粗大ごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/月 144 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

危険ごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 144 袋 従量制（小51円/袋）

燃えるごみ 直営 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/週 40 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

カン・ビン類 直営 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 40 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

プラスチック類 直営 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 40 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

雑・粗大ごみ 直営 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/月 40 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

危険ごみ 直営 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 40 袋 従量制（大51円/袋､小36円/袋）

資源 直営 拠点 1回/月 21 ひも等による梱包 無料

燃えるごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/週 209 袋 従量制（大50円/袋､小30円/袋）

無色透明ビン 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 209 コンテナ

茶色ビン 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 209 コンテナ

その他ビン･ガラス･陶器類 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 209 コンテナ

蛍光管 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 209 コンテナ

ペットボトル 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 209 コンテナ

飲料カン 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 209 コンテナ

その他カン･金属類 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 209 コンテナ

電池類 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/週 209 コンテナ

紙パック 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 209 結束

段ボール 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 209 結束

その他紙製容器包装 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 209 袋 従量制（大30円/袋）

粗大ごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/年 209 その他 1品目　200円/シール

燃えるごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1～3回/週 121 袋 従量制（大50円/袋､小30円/袋）

無色透明ビン 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1/週～1/月 88 コンテナ

茶色ビン 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1/週～1/月 88 コンテナ

その他ビン･ガラス･陶器類 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1/週～1/月 88 コンテナ

蛍光管 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1/週～1/月 88 コンテナ

ペットボトル 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1/週～1/月 88 コンテナ

飲料カン 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1/週～1/月 88 コンテナ

その他カン･金属類 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1/週～1/月 88 コンテナ

電池類 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1/週～1/月 88 コンテナ

紙パック 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 88 結束

段ボール 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 88 結束

その他紙製容器包装 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 1回/月 88 袋 従量制（大30円/袋）

粗大ごみ 委託 ｽﾃｰｼｮﾝ 2回/年 88 その他 1品目　200円/シール

※　一部の地域についてはコンテナ収集を認めている。

添付資料－３（２）　分別区分説明資料（収集・運搬体制）
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■ごみ焼却施設

豊　　岡　　市 香　　美　　町 新　温　泉　町 北但行政事務組合

(旧豊岡市、旧城崎町、旧竹野町、

旧日高町、旧出石町、旧但東町)
(旧香住町、旧村岡町、旧美方町) (旧浜坂町、旧温泉町) (豊岡市、香美町、新温泉町)

施設名称 豊岡清掃センター 矢田川レインボー 新温泉町クリーンセンター （仮称）北但クリーンセンター

所 在 地 豊岡市岩井150 美方郡香美町香住区大野165-2 美方郡新温泉町田井250-1 豊岡市竹野町森本区、坊岡区

竣    工 平成２年２月 平成６年３月 平成４年３月 平成25年3月（予定）

炉型式等 全連続燃焼式ストーカ炉 機械化バッチ燃焼式ストーカ炉 機械化バッチ燃焼式ストーカ炉 連続運転式

１４０ｔ/24h ２８ｔ/8h ３０ｔ/8ｈ １７４ｔ/24h

(70t/24h×2炉) (14t/8h×2炉) （15t/8h×2炉） (87t/24h×2炉)

灰 処 理 飛灰：薬剤処理 飛灰：薬剤処理 無し 無し

余熱利用 温水利用（場内） 温水利用（場内） 温水利用（場内） 熱回収

備　　考

■粗大ごみ処理施設、資源化施設等

豊　　岡　　市 香　　美　　町 新　温　泉　町 北但行政事務組合

(旧豊岡市、旧城崎町、旧竹野町、

旧日高町、旧出石町、旧但東町)
(旧香住町、旧村岡町、旧美方町) (旧浜坂町、旧温泉町) (豊岡市、香美町、新温泉町)

施設名称
豊岡清掃センター

（粗大ごみ処理施設）

矢田川レインボー

（粗大ごみ処理施設）
新温泉町リサイクルセンター （仮称）北但リサイクルセンター

所 在 地 豊岡市岩井150 美方郡香美町香住区大野165-2 美方郡新温泉町久谷118-1 豊岡市竹野町森本区、坊岡区

竣    工 平成２年２月 平成６年３月 平成12年９月 平成25年3月（予定）

処理方式 併用 併用 圧縮 併用(破砕･選別･圧縮･保管･梱包)

処理能力 ４０ｔ/5h ２０ｔ/5h ２.５ｔ/日 ３７ｔ/日

施設名称
豊岡清掃センター

（リサイクルセンター）
新温泉町リサイクルセンター

竣    工 平成11年３月 平成25年3月（予定）

処理方式 圧縮 選別・圧縮

処理能力 0.66ｔ/日 3.3t/日

備　　考 増設分0.8t/日

■最終処分場

豊　　岡　　市 香　　美　　町

(旧豊岡市、旧城崎町、旧竹野町、

旧日高町、旧出石町、旧但東町)
(旧香住町、旧村岡町、旧美方町)

施設名称 豊岡最終処分場 矢田川レインボー

所 在 地 豊岡市岩井434-1 美方郡香美町香住区大野189

埋立対象 清掃土砂、破砕残渣、選別残渣、焼却残渣 破砕残渣、選別残渣、焼却残渣

埋立面積 16,100ｍ2 16,800ｍ2

埋立容量 135,000ｍ3 72,000ｍ3

竣    工 平成12年10月 平成５年３月

しゃ水工 有り 有り

浸出水処理 93ｍ3/日 60ｍ3/日

注） 施設等の位置は、別途「対象地域図」に示す。

網掛け部は、新規予定分を示す。

添付資料－４　現有処理施設の概要（予定施設含む）

設置主体

設置主体

設置主体

処理能力
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M
W
h

減
量

化
量

（
中

間
処

理
前

後
の

差
　

ト
ン

）
4
3
,
1
4
9

(
7
3
%
)

4
2
,
8
8
4

(
7
3
%
)

4
1
,
4
8
7

(
7
3
%
)

3
8
,
4
8
4

(
7
5
%
)

3
8
,
7
7
3

(
7
5
%
)

(
7
7
%

)

埋
立

最
終

処
分

量
（

ト
ン

）
1
2
,
0
3
8

(
2
0
%
)

1
1
,
6
8
2

(
2
0
%
)

1
1
,
4
4
1

(
2
0
%
)

8
,
2
9
4

(
1
6
%
)

8
,
4
3
5

(
1
6
%
)

(
6
%

)

　
※

別
途

資
料

と
し

て
指

標
と

人
口

等
の

要
因

に
関

す
る

ト
レ

ン
ド

グ
ラ

フ
を

添
付

。
（

添
付

資
料

－
５

）

３
　

一
般

廃
棄

物
処

理
施

設
の

現
況

と
更

新
、

廃
止

、
新

設
の

予
定

補
助

の

有
無

開
始

年
月

有
H
2
.
3

有
H
6
.
4

有
H
4
.
4

有
H
2
.
3

有
H
1
1
.
4

有
H
6
.
4

有
H
1
2
.
1
0

有
H
1
3
.
4

有
H
5
.
4

　
※

計
画

地
域

内
の

施
設

の
状

況
（

現
況

、
予

定
）

を
地

図
上

に
示

し
た

も
の

を
添

付
。

（
添

付
資

料
－

１
　

対
象

地
域

図
に

示
す

）

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
北

但
行

政

事
務
組

合

豊
岡
清
掃

セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ

ー

資
源
ご
み
選

別
施
設

（
選
別
・

圧
縮
）

矢
田

川
レ

イ
ン

ボ
ー

粗
大
ご
み
処

理
施
設

（
破
砕
選
別

施
設
）

豊
岡

清
掃

セ
ン

タ
ー

粗
大
ご
み
処

理
施
設

（
破
砕
選
別

施
設
）

新
温

泉
町

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

資
源
ご
み
選

別
施
設

（
選
別
・

圧
縮
）

北
但

行
政

事
務

組
合

豊
岡

清
掃

セ
ン

タ
ー

4
0
ﾄ
ﾝ
/
日

全
連
続
燃

焼
式

(
ｽﾄ
ｰｶ
式
)
焼
却
炉

矢
田

川
レ

イ
ン

ボ
ー

機
械
化
ﾊﾞ
ｯ
ﾁ燃

焼
式

(
ｽﾄ
ｰｶ
式
)
焼
却
炉

新
温

泉
町

ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

機
械
化
ﾊﾞ
ｯ
ﾁ燃

焼
式

(
ｽﾄ
ｰｶ
式
)
焼
却
炉

3
0
ﾄ
ﾝ
/
日

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

事
業

実
施

計
画

総
括

表
１

（
平

成
1
8
年

度
）

1
4
0
ﾄ
ﾝ
/
日

1
,
3
0
7
.
7
4

2
9
,
5
4
6

1
4
,
3
3
1

3
7
,
8
6
5

2
,
9
0
2

H
2
5
.
3

更
新

、
廃

止
、

新
設

理
由

熱
回

収
施

設

更
新

、
廃

止
予
定

年
月

備
　

　
考

型
式

及
び

処
理

方
式

施
設

竣
工
予

定
年

月
処
理

能
力
(
単

位
)

更
新

、
廃

止
、

新
設

の
内

容
施

 
設

 
種

 
別

事
業

主
体

処
理

能
力

(
単

位
)

型
式

及
び

処
理

方
式

現
 
有

 
施

 
設

 
の

 
内

 
容

中
間

処
理

に
よ

る
減
量

化
量

最
終

処
分

量

熱
回

収
量

豊
岡
市

(H
1
7.
4
に
1
市
5
町

が
合
併

)
、
香
美

町
(
H
17
.
4
に
3
町
が

合
併
)
、

新
温

泉
町
(
H
1
7.
1
0に

2
町
が
合

併
)

合
　

計

排
出

量

再
生

利
用

量

(
内

訳
)

ご
み

:
1
5
7
ﾄ
ﾝ
/
日

汚
泥

:
 
1
7
ﾄ
ﾝ
/
日

連
続

運
転

式
1
7
4
ﾄ
ﾝ
/
日

2
8
ﾄ
ﾝ
/
日

H
2
5
.
3

1
3
4
,
1
2
8

 
(
2
)
地

域
内

人
口

 
(
5
)
地

域
の

要
件

未
定

目
　

　
標

平
成

2
5
年

度

過
去

の
状

況
・

現
状

（
排

出
量

に
対

す
る

割
合

）

2
.
3

6
2
7

4
9
,
3
3
7

広
域

化
に

よ
る

処
理

の
集

約
化

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
高

効
率

回
収

・
有

効
利

用
の

促
進

2
0
ﾄ
ﾝ
/
日

H
2
5
.
3

2
.
5
ﾄ
ﾝ
/
日

選
別

・
圧

縮
H
2
5
.
3

0
.
6
6
ﾄ
ﾝ
/
日

現
有

施
設

の
能

力
不

足
、

有
効

利
用

の
促

進

広
域

化
に

よ
る

処
理

の
集

約
化

、
有

効
利

用
の

促
進

破
砕

･
選

別
･
圧

縮
･
梱

包
･
保

管

3
.
3
t
/
日

H
2
5
.
3

増
設

分
0
.8
ﾄ
ﾝ
/日

3
7
ﾄ
ﾝ
/
日

H
2
5
.
3

0

平
成

1
1
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度

1
9
,
7
9
1

最
終

処
分

場
豊

岡
市

豊
岡

最
終

処
分

場
準
好
気

性

香
美

町
矢

田
川

レ
イ

ン
ボ

ー
準
好
気

性

1
3
5
,
0
0
0
ｍ

3

7
2
,
0
0
0
ｍ

3
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注）減量化量：焼却処理等によって減量化された量。

　　総資源化量：集団回収量＋直接資源化量＋処理後再生利用量

　　リサイクル率：総資源化量÷総排出量

　　最終処分量：直接最終処分量＋処理後最終処分量

添付資料－５　指標と人口等の要因に関するトレンドグラフ

37,207 35,852 34,692
31,082 31,132

29,050
31,115 30,814 30,557 30,425 30,290 30,149 30,008 29,863 29,546

22,057 23,249
21,917

20,254 20,895
21,903

20,279 20,138 20,132 20,125 20,119 19,813 19,808 19,804 19,791

3,283 3,787
4,243

5,021 5,386
5,371 5,369 5,524 5,623 5,597 5,570 5,843 5,816 5,789 5,761

62,547 62,888
60,852

56,357
57,413

56,323 56,763 56,476 56,312 56,148 55,979 55,805 55,632 55,455 55,098

139,017 138,545 137,714 136,519 135,194 134,128 134,734 134,057 133,372 132,684 131,989 131,292 130,591 129,885 129,176

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 平成19 平成20 平成21 平成22 平成23 平成24 平成25

人

口
（
人
）

排
出
量
（
ﾄ
ﾝ
/
年
）

年 度

人口及びごみ排出量の推移（北但地域）

家庭系排出量 事業系排出量 集団回収量 人口

予測実績

(速報値)

12,038 11,682 11,441
8,294 8,435 8,377 8,608 8,544 8,503 8,480 8,456 8,389 8,365 8,340

2,902

7,360 8,322 7,924

9,579 10,205 9,452 10,317 10,479 10,576 10,550 10,519 10,787 10,754 10,721

14,331

43,149 42,884
41,487

38,484
38,773

38,494 37,838 37,453 37,232 37,118 37,003 36,630 36,513 36,395
37,865

62,547 62,888
60,852

56,357
57,413

56,323 56,763 56,476 56,312 56,148 55,979 55,805 55,632 55,455 55,098

11.8%

13.2%

13.0%

17.0%
17.8%

16.8%

18.2% 18.6% 18.8% 18.8% 18.8%
19.3% 19.3% 19.3%

26.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 平成19 平成20 平成21 平成22 平成23 平成24 平成25

リ
サ
イ
ク
ル
率
（
％
）

処
理
量
（
ﾄ
ﾝ
/
年
）

ごみ処理量の推移（北但地域）

最終処分量 総資源化量 減量化量 ﾘｻｲｸﾙ率

予測実績

(速報値)
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様
式

２

事
業

事
業

主
体

番
号

名
　

　
称

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

1
8
年

度
1
9
年

度
2
0
年

度
2
1
年

度
2
2
年

度
2
3
年

度
2
4
年

度
1
8
年

度
1
9
年

度
2
0
年

度
2
1
年

度
2
2
年

度
2
3
年

度
2
4
年

度

○
再

生
利

用
に

関
す

る
事

業
2
,
0
3
2
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

1
7
9
,
0
0
0

1
,
8
3
2
,
0
0
0

2
,
0
3
2
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

1
7
9
,
0
0
0

1
,
8
3
2
,
0
0
0

2
,
0
0
0
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

1
7
9
,
0
0
0

1
,
8
0
0
,
0
0
0

2
,
0
0
0
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

1
7
9
,
0
0
0

1
,
8
0
0
,
0
0
0

資
源

ご
み

選
別

施
設

整
備

3
1

北
但

行
政

事
務

組
合

1
7

t
/
5
h

H
2
2
.
4

H
2
5
.
3

破
砕

・
選

別
施

設
整

備
3
1

北
但

行
政

事
務

組
合

2
0

t
/
5
h

H
2
2
.
4

H
2
5
.
3

新
温

泉
町

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
増

設
3
2

新
温

泉
町

3
t
/
5
h

H
2
4
.
4

H
2
5
.
3

3
2
,
0
0
0

3
2
,
0
0
0

3
2
,
0
0
0

3
2
,
0
0
0
増

設
分
0.
8t

/日

○
熱

回
収

等
に

関
す

る
事

業
9
,
0
4
8
,
0
0
0

9
0
4
,
8
0
0

8
,
1
4
3
,
2
0
0

7
,
2
3
8
,
4
0
0

7
2
3
,
8
4
0

6
,
5
1
4
,
5
6
0

3
3

北
但

行
政

事
務

組
合

1
7
4

t
/
2
4
h

H
2
2
.
4

H
2
5
.
3

9
,
0
4
8
,
0
0
0

9
0
4
,
8
0
0

8
,
1
4
3
,
2
0
0

7
,
2
3
8
,
4
0
0

7
2
3
,
8
4
0

6
,
5
1
4
,
5
6
0

○
施

設
整

備
に

関
す

る
計

画
支

援
に

関
す

る
事

業
1
5
1
,
0
0
0

2
3
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

9
,
3
0
0

1
7
,
0
0
0

9
,
7
0
0

1
5
1
,
0
0
0

2
3
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

9
,
3
0
0

1
7
,
0
0
0

9
,
7
0
0

4
1

4
3

北
但

行
政

事
務

組
合

H
2
0

H
2
1

3
9
,
0
0
0

2
,
0
0
0

3
7
,
0
0
0

3
9
,
0
0
0

2
,
0
0
0

3
7
,
0
0
0

4
1

4
3

北
但

行
政

事
務

組
合

H
2
0

H
2
4

1
1
2
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

5
5
,
0
0
0

9
,
3
0
0

1
7
,
0
0
0

9
,
7
0
0

1
1
2
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

5
5
,
0
0
0

9
,
3
0
0

1
7
,
0
0
0

9
,
7
0
0

1
1
,
2
3
1
,
0
0
0

2
3
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

3
0
,
3
0
0

1
,
1
0
0
,
8
0
0

9
,
9
8
4
,
9
0
0

9
,
4
2
1
,
4
0
0

2
3
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

3
0
,
3
0
0

9
1
9
,
8
4
0

8
,
3
5
6
,
2
6
0

北
但

行
政

事
務

組
合

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
及

び
ご

み
処

理
施

設
整

備
事

業
に

係
る

生
活

環
境

影
響

調
査

事
業

北
但

行
政

事
務

組
合

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
及

び
ご

み
処

理
施

設
整

備
事

業
に

係
る

地
質

調
査

等
事

業

熱
回

収
施

設
整

備

2
1
,
0
0
0

2
,
0
0
0
,
0
0
0

2
,
0
0
0
,
0
0
0

1
7
9
,
0
0
0

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

事
業

実
施

計
画

総
括

表
２

（
平

成
1
8
年

度
）

合
　

　
　

計

備
　

　
考

終
了

規
　

模
事

業
期

間

交
付

期
間

事
　

業
　

名
　

称

1
,
8
0
0
,
0
0
0

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー

交
付

対
象

事
業

費
（

千
円

）
事

　
業

　
種

　
別

単
位

開
始

総
　

事
　

業
　

費
（

千
円

）

2
1
,
0
0
0

1
7
9
,
0
0
0

1
,
8
0
0
,
0
0
0
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様式３

事業 実施

番号 主体 開 終

始 了

方針策定

監視・指導・防止体制の強化

体制整備に向けた協議、検討

普及啓発

生活環境影響調査

地質調査等

19年度

平成

21年度

平成

18年度

平成

20年度

関連事業33

住民等への広報・啓発（豊岡市）

住民等への広報・啓発（香美町、新温泉町）

事業者の計画策定

計画の内容検討

様式作成、普及啓発

Ｈ
24

Ｈ
18

Ｈ
24

Ｈ
18

Ｈ
24

Ｈ
18

Ｈ
24

備　　考施策種別 施策の名称等 施策の概要
交付金
必要の
要　否 平成

23年度

事　　業　　計　　画

平成

22年度 24年度

事業

期間

平成

有料化の推進

環境教育の推進

北但地域

各市町

北但地域

各市町

Ｈ
18

Ｈ
24

発生抑制、
再使用の
推進に関
するもの

11

12

15

16

13

14

広域処理に向けた新規分

別区分に統一化を図る段

階で、必要に応じて料金

体系等の見直しについて

検討する。

今後も学校や地域等にお

いて環境教育を継続し、

発生抑制や再使用の意識

付けをしていく。

マイバッグ運動や過剰包

装の自粛に取り組んでい

る店舗等を募集して登録

するとともに、消費者に

対してもＰＲしていく。

不用品交換会やバザー等

の開催に対して支援や広

報等を行うとともに、市

町庁舎や公共施設等で再

生品を積極的に使用して

いく。

住民や事業者に対して、

あらゆる機会を通じて普

及・啓発活動を行ってい

く。

集団回収活動に対する助

成制度を継続し、生ごみ

の減量化及び資源の分別

回収を促進する。

処理体制の
構築、変更
に関するも
の

21
広域処理施設整備

に伴う分別区分の

統一

循環型社会形成推進のた

めの処理施設整備に伴う

分別区分の統一

22
事業系一般廃棄物

の排出事業者の処

理計画策定

Ｈ
24

普及啓発

北但地域

各市町

北但地域

各市町

北但地域

各市町

減量化・リサイク

ルに対する助成

マイバッグ運動の

推進、包装の簡素

化

再使用の推進
Ｈ
18

北但地域

各市町

Ｈ
18

多 量 排 出 事 業 者 に 、 減

量、処理に関する計画の

策定を指導する。

24

広域のリサイ クル

センターで、不燃･

粗大ごみ及び 資源

ごみの減量化 ・資

源化を推進する

破砕選別設備で不燃･粗大ごみ

から鉄･アルミを回収するとと

もに減容化･減量化し、資源選

別設備で資源ごみの選別・保管

を行う。

Ｈ
25

23

広域の熱回収施設

で、熱回収及び焼

却灰・飛灰のセメ

ント化による有効

利用

熱回収施設での熱エネル

ギーの有効利用及び焼却

灰・飛灰のセメント化に

よる資源化を行う。

北但行政

事務組合

Ｈ
18

Ｈ
24

33の計画支援

41
43

地域の循環型社会形成推進のための施策一覧

北但行政

事務組合

継　続　実　施

Ｈ
25

北但行政

事務組合

その他

51
家電リサイクル
に関する普及啓
発

家電リサイクル法に基
づく処理の普及啓発

52 不法投棄対策

施設整備に
係る計画支
援に関する
もの

31の計画支援

北但地域

各市町

Ｈ
18

Ｈ
24

北但地域

各市町

Ｈ
18

Ｈ
24

Ｈ
18

Ｈ
19

53
災害時の廃棄物
処理体制の整備

災害廃棄物処理計画を
踏まえた体制整備

北但地域

各市町

監視・指導・防止体制
の強化

処理施設の
整備に関す
るもの

31
リサイクルセン
ター整備

33 熱回収施設整備

見直し検討（平成25年度以降見直し予定）

平成

北但行政

事務組合

Ｈ
22

Ｈ
24

○

北但地域

各市町

Ｈ
18

北但地域

各市町

建設工事32
リサイクルセン
ター増設

新温泉町
Ｈ
24

北但行政

事務組合

Ｈ
24

継　続　実　施

Ｈ
20

Ｈ
24

Ｈ
24

継　続　実　施

充　実　強　化

分別区分の統一（豊岡市）

事前調査、検討

普及啓発、事業実施

分別区分の統一

(香美町、新温泉町)

地質調査等

関連事業
23

建設工事

関連事業31

関連事業
24

○

施設の整備（建設工事）

（平成25年度～：運転開始）

○

○

Ｈ
20

Ｈ
24

施設の整備（建設工事）

（平成25年度～：運転開

始）

建設工事
北但行政

事務組合

Ｈ
23

Ｈ
24

○

生活環境影響調査
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（仮称）北但リサイクルセンター

　平成 22 年度　～　平成 24 年度

　処理能力 37 ｔ/日

破砕・選別・圧縮・梱包・保管

(7) 廃焼却施設解体工事

　　の有無

「廃棄物原材料化施設」を整備する場合

(8) 生成する原材料及び

　　その利用計画

「ごみ固形燃料化施設」を整備する場合

「ストックヤード」を整備する場合

「容器包装リサイクル推進施設」を整備する場合

(11)容器包装リサイク ①分別収集回収拠点の整備

　　ル推進施設の内訳 　・ごみの分別収集・処理方法

　・ごみ容器の種類・設置基数

　・建築物の構造

②小規模ストックヤードの整備

　・施設規模

　・ストック対象物

③簡易プレス機の整備

　・処理方法

　・処理能力

　・設置場所

④電気ごみ収集車及び分別ごみ収集車の整備

　・導入台数（積載量）

　・運行計画

(12)事業計画額 2,000,000 千円

(2) 施設名称

(3) 工　　期

(4) 施設規模

(5) 処理方式

都道府県名：兵　庫　県

【参考資料様式１】

施 設 概 要（リサイクル施設系）

北但行政事務組合(1) 事業主体名

容器包装リサイクル法にもとづく容器包装類を主とした資源ごみの分別収集を実
施することによるごみ減量化・リサイクルの推進。

(10)ストック対象物

(9) 固形燃料の利用計画

(6) 地域計画内の役割

有　　　無
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新温泉町リサイクルセンター

　平成 24 年度　～　平成 24 年度

　処理能力 3.3 ｔ/日（増設分0.8t/日）

(7) 廃焼却施設解体工事

　　の有無

「廃棄物原材料化施設」を整備する場合

(8) 生成する原材料及び

　　その利用計画

「ごみ固形燃料化施設」を整備する場合

「ストックヤード」を整備する場合

「容器包装リサイクル推進施設」を整備する場合

(11)容器包装リサイク ①分別収集回収拠点の整備

　　ル推進施設の内訳 　・ごみの分別収集・処理方法

　・ごみ容器の種類・設置基数

　・建築物の構造

②小規模ストックヤードの整備

　・施設規模

　・ストック対象物

③簡易プレス機の整備

　・処理方法

　・処理能力

　・設置場所

④電気ごみ収集車及び分別ごみ収集車の整備

　・導入台数（積載量）

　・運行計画

(12)事業計画額 32,000 千円

(10)ストック対象物

容器包装リサイクル法にもとづく容器包装類を主とした資源ごみの分別収集を実
施することによるごみ減量化・リサイクルの推進。

選別、圧縮

(1) 事業主体名

(2) 施設名称

(3) 工　　期

有　　　無

(6) 地域計画内の役割

(9) 固形燃料の利用計画

(4) 施設規模

(5) 処理方式

【参考資料様式１】

施 設 概 要（リサイクル施設系）
都道府県名：兵　庫　県

新温泉町
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（仮称）北但クリーンセンター

　処理能力 174 ｔ/日（87ｔ/日×2炉）

１．発電の有無　　　有（発電効率　　％）　・　無

２．熱回収の有無　　有（熱回収率10％以上）　・　無

(8) 廃焼却施設解体工事

　　の有無

「灰溶融施設」を整備する場合

「高効率原燃料回収施設」を整備する場合

(10) 発生ガス回収効率 １．発生ガス回収効率　　　　Nm
3
/t

　　 及び発生ガス量 ２．発生ガス量　　　　　　　Nm
3
/日

(12)事業計画額 9,048,000 千円

連続運転式

北但地域における広域化による処理の集約、エネルギーの高効率回収・有効利用
の促進。

(7) 地域計画内の役割

(6) 余熱利用計画

(11) 回収ガスの利用計画

(9) スラグの利用計画

有　　　無

都道府県名：兵　庫　県

【参考資料様式２】

施 設 概 要（熱回収施設系）

北但行政事務組合

(5) 型式及び処理方式

(4) 施設規模

(3) 工　　期

(2) 施設名称

(1) 事業主体名

    平成 23 年度　～　平成 24 年度
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(1) 事業主体名 北但行政事務組合

(2) 事業目的

(3) 事業名称

(5) 事業概要

(6) 事業計画額 151,000 千円

　平成 20 年度　～  平成 24 年度

北但行政事務組合リサイクルセンター及びごみ処理
施設整備事業に係る生活環境影響調査事業

生活環境影響調査 地質調査等

北但行政事務組合リサイクルセンター及びごみ処理
施設整備事業に係る地質調査等事業

【参考資料様式６】

リサイクルセンター及び熱回収施設整備のため

都道府県名：兵　庫　県

計　画　支　援　概　要

　平成 20 年度　～　平成 21 年度(4) 事業期間

 

 


